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Ⅰ
■出題のねらい
日常的な会話の内容を正確に理解する問題です。2人のやりとりの流れを見失わないように
しながら，細かい情報を読み取ります。テーマは「カフェへの道順」ですが，それだけではな
く，2人の個性の違いなども正確に把握することが求められています。

■採点講評
（2）のカフェへの道順を選ぶ問題に時間がかかってしまった人が多かったようですが，正
答率は40％未満でした。（3）と（4）の Karenと Emilyそれぞれの発言内容を選ぶ問題で
は，2人が普段注文するコーヒーのタイプと，この会話の後で今日飲みたいと思うコーヒーの
タイプを混同してしまった人も多かったようです。“always”や“normally”などの頻度を表
す副詞に続く“but”に注意しましょう。

Ⅱ
■出題のねらい
ある農場体験ツアーの案内ポスターを読み，その内容を正確に理解する力を問う問題です。
自分自身の体験や一般的知識に頼らず，この農場でのルールや注意点に関する情報を読み取り
ましょう。情報はほとんどが項目ごとに整理して提示されていますから，落ち着いて各問で求
められている情報を探していきましょう。

■採点講評
全体としてよくできていましたが， 8 と 10 の正答率が低かったです。 8 の正解

は①ですが，間違って②を選んだ人が多かったです。また 10 の正解は④ですが間違って②
を選んだ人が多かったです。ここでは服装のことだけでなく野生動物に関する注意も書かれて
いますから，④が正解となります。単語だけを拾い読みするのではなく，じっくりと本文を読
み込み，「最も適切なもの」を選ぶことが必要です。



Ⅲ
■出題のねらい
グラフを参照しつつ英文を読み，ポイントとなる情報を的確に読み取る力を問う問題です。
地域の電器店と大手家電メーカーが協力して後継者探しや販売促進を行うことになった社会的
背景をつかみながら読みましょう。難易度の高い語句も出てきますが，惑わされずに構文を読
み解いたり，問われている部分の前後の文脈を正しく理解したりすることで，内容の的確な把
握につながります。

■採点講評
英文の内容については多くの人が理解できていたようでしたが， 13 の正答率が低かった
です。正解は①の“find”ですが，間違って②の“persuade”を選んでしまった人が多かっ
たです。知らない単語の意味も，文章の流れを理解していれば推測できる場合が多いのです。
知らない単語の意味を，辞書を引くまえに周りの文脈から推理してみるよう普段から心がけま
しょう。

Ⅳ
■出題のねらい
増え続ける落とし物を扱う遺失物センターについての英文を読み，その背景や問題点，今後
の課題ついて正確に読みとることができるかどうかを問うています。全体の大まかな意味を
ざっととらえ，個々の問題で問われる情報を短い時間で正確に見つけ出す力も大切ですが，表
面的な理解だけでは正答にたどり着けない問題も織り交ぜています。難易度の高い単語の意味
も，文脈をしっかり読み込むことによって推測できるはずです。論理的な考察力も重要なポイ
ントです。

■採点講評
落とし物という身近なテーマでしたが，全体としての正答率は50％未満でした。なかでも

（8）の正答率が低かったのですが，本文に書かれている内容ではなく，自分自身の知識・考
えに頼って答えてしまった人が多かったようです。（8）の正解は③と⑥ですが，④を選んだ
人が大変多かったことがそれを示しています。あくまで「本文の内容に合うもの」を選ぶよう
注意しましょう。また選択肢が英文の（5）も難しかったようです。このタイプの問題では，
選択肢に使用されている単語を手がかりに，本文の該当箇所をじっくり読むことが大切です。
同じことを別の言い回しで表現しますから，単語・熟語の力も必要となります。単語を覚える
ときに同意語も合わせて覚えるよう心がけましょう。



Ⅴ
■出題のねらい
スニーカー通勤を奨励する企業の動きを，2つの具体例に基づいて紹介している英文です。

（1）は have＋目的語＋動詞／allow＋目的語＋to動詞の構文や，現在分詞による後置修飾な
ど，基本的な構文力と文法力を問う問題です。ただし，文脈を考慮しなければ正解にはたどり
着けないので注意が必要です。（2）は英文全体の内容が把握できているかどうかを問う問題
です。

■採点講評
並べ替えの問題に苦戦した人が多く，とくに 27 と 28 の正答率は30％未満でした。
27 では不必要なものとして⑤の“have”を選んでしまった人が多かったのですが，ここで
は haveの使役用法を用いた have＋目的語＋原形動詞の構文に組み立てなければなりません。
また 28 では allow＋目的語＋to不定詞の構文が隠れていますから，正解は④の“wear”
となります。単語は決して難しいものではありませんから，基本的な構文をもう一度確認して
おきましょう。


